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要旨 

 日常生活において、話し手の考えや意見を相手に伝える際に＜と思う＞という文法項目

はよく使われており、日本語教育現場でも重要な文法として初級で導入されている。しか

し、中国語を母語とする学習者が上級になっても、＜と思う＞の習得が全体的に困難であ

ることが指摘されている（林 2007、田中 2015、布施・鈴木 2021 など）。 

 中国の教育現場では、教師も教科書の解説でもよく＜と思う＞の意味を中国語の＜想·

觉得·认为＞に置き換えて説明する。しかしながら、日本語の＜と思う＞は完全に中国語

の＜想·觉得·认为＞に言い換えられるわけではないため、＜と思う＞の不使用や過剰使

用の問題が出る可能性が高いと予想される。 

 従来の対照研究では、一人称のスル形の＜と思う＞のみ考察されているが、＜と思った

＞や＜と思っている＞など、テンス・アスペクトによって生じる違いについて、考察され

ていない。また、書きことばのコーパスに基づいて考察したが、＜と思う＞は会話におい

てもよく用いられるため、話しことばにおける使用実態の分析も必要である。 

 本研究は＜と思う＞の会話データを対象に日本語母語話者の使用実態を調査し、日中が

どのように対応しているかを明らかにし、その対応関係を教育現場に生かすことを目指す

ものである。 

 まず、一人称スル形の＜と思う＞については、王（2021）の分類を参考に、「中立的判断

型」、「回想型」、「蓋然性判断型」、「評価型」、「意志希望型」、「遂行報告型」の用法に分類

した。分析の結果、多くの点で王（2021）の指摘を支持する一方で、「回想型」や「評価

型」、「意志希望型」の構文および対応関係において相違が認められた。「中立的判断型」

は[(名詞／動詞述語文)節＋と思う]という構文で、中国語訳では＜想·觉得·认为＞のい

ずれかを用いる。「回想型」は[（たしか〜）名詞だった＋と思う]という構文で、中国語

訳では＜想＞や「记得」を用いるが＜觉得·认为＞を用いない。「蓋然性判断型」は[(蓋

然性のモダリティ形式)節＋と思う]という構文で、中国語訳では＜或许·应该·可能＞の

ような推量や可能性を表す副詞が現れている。逆に、＜想·觉得·认为＞が推量や可能性

を表す副詞と共に用いられると、文が冗長になってしまう。「評価型」は[(評価性の形容

詞・評価のモダリティ形式など)節＋と思う]という構文で、無翻訳が多い。「意志希望型」

は[意志動詞＋よう／たいと思う]という構文で、中国語訳では＜想＞や「要」、「打算」

を用いる。「遂行報告型」は[意志動詞＋たいと思う]という構文で、通常中国語訳では反

映されない。さらに、スル形以外の実例についても検討を行い、＜と思った＞の「コメン

ト型」では、話し手の見込みと事実が一致すれば、中国語の「就知道」や「就说」と対応

するのは特徴である。一致しない場合は、＜と思った＞と＜と思っていた＞には、中国語

の＜以为＞が対応して用いられること、また、「没想到」は＜と思わなかった＞や＜と思っ

ていなかった＞に対応しており、「不会想到」は＜と思わない＞や＜と思えない＞に対応し

ていることが観察された。 
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